
補
正
予
算

条
　
例

（２）

１９・１・２８

◆
三
鷹
市
再
開
発
事
業
特
別
会

計
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

昭
和
57
年
度
か
ら
特
別
会
計

を
設
置
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

三
鷹
駅
南
口
駅
前
広
場
整
備
事

業
が
、
同
広
場
が
完
成
す
る
こ

と
に
伴
い
、
初
期
の
目
的
を
達

成
し
た
こ
と
か
ら
、
三
鷹
市
再

開
発
事
業
特
別
会
計
条
例
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
老
人
保
健
施
設
事
業

特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

特
別
会
計
と
し
て
経
理
し
て

い
る
老
人
保
健
施
設
事
業
に
三

鷹
市
高
齢
者
セ
ン
タ
U
及
び
三

鷹
市
立
特
別
養
護
老
人
ホ
U
ム

に
係
る
事
業
を
加
え
、
介
護
サ

U
ビ
ス
事
業
と
し
て
一
体
的
に

経
理
し
、
事
業
内
容
を
よ
り
明

確
に
把
握
す
る
た
め
、
条
例
の

題
名
を
「
三
鷹
市
介
護
サ
U
ビ

◆
市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更

に
つ
い
て

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

市
道
第
821
号
線
ほ
か
２
路
線
を

新
た
に
市
道
と
し
て
認
定
す
る

と
と
も
に
、
市
道
第
591
号
線
を

延
長
す
る
た
め
、
市
道
路
線
の

変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

星
野
　
和
子
氏
（
再
任
）

井
口
　
明
子
氏
（
新
任
）

大
野
　
良
昭
氏
（
新
任
）

◆
平
成
18
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
２
千
310
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
551
億
３
千
734
万
７

千
円
と
す
る
と
と
も
に
、
債
務

負
担
行
為
の
補
正
を
行
う
も
の

で
す
。

補
正
内
容
は
、
歳
出
予
算
で

は
、
総
務
費
で
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
の
元
金
積
立
金
を
368

万
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
民
生
費
で
、
学
童
保
育
所

管
理
関
係
費
を
600
万
円
及
び
認

証
保
育
所
等
運
営
事
業
費
を
270

万
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ

れ
は
、
東
京
都
の
補
助
制
度
を

活
用
し
て
市
内
の
学
童
保
育
所

及
び
認
証
保
育
所
に
非
常
通
報

装
置
を
設
置
し
、
安
全
安
心
体

制
の
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
消
防
費
で
、
消
防
事

務
事
業
東
京
都
委
託
関
係
費
に

お
い
て
、
本
年
度
の
負
担
金
が

確
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
１
千

72
万
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
予
算
で
は
、
都
支
出
金

と
し
て
２
千
310
万
円
増
額
す
る

も
の
で
す
。

債
務
負
担
行
為
の
補
正
は
、

１
点
目
は
、
介
護
老
人
福
祉
施

設
新
川
之
郷
（
仮
称
）
整
備
事

業
費
３
億
３
千
777
万
円
で
、
民

間
の
社
会
福
祉
法
人
が
新
川
地

区
に
建
設
す
る
介
護
老
人
福
祉

施
設
に
対
し
、
三
鷹
市
分
の
ベ

ッ
ド
を
確
保
す
る
た
め
に
、
建

設
費
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。
２
点
目
は
、
学
童
保
育

所
整
備
事
業
費
１
千
50
万
円

で
、
平
成
19
年
度
に
、
六
小
学

童
保
育
所
及
び
北
野
小
学
童
保

育
所
を
建
替
え
る
た
め
に
、
18

年
度
中
か
ら
設
計
業
務
委
託
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
円

滑
な
実
施
を
図
る
も
の
で
す
。

３
点
目
は
、
三
鷹
駅
前
保
育
園

等
運
営
事
業
費
１
億
372
万
７
千

円
で
、
19
年
度
か
ら
の
運
営
を

委
託
す
る
事
業
者
に
つ
い
て
、

そ
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め

に
、
18
年
度
中
に
業
者
選
定
の

手
続
き
を
進
め
、
契
約
を
行
う

も
の
で
す
。
４
点
目
は
、
西
野

保
育
園
整
備
事
業
費
２
億
４
千

195
万
６
千
円
で
、
老
朽
化
し
た

園
舎
を
19
年
度
に
建
替
え
る
た

め
に
、
18
年
度
中
に
契
約
等
の

手
続
き
を
進
め
る
も
の
で
す
。

５
点
目
は
、
学
校
給
食
調
理
業

務
委
託
事
業
費
１
億
１
千
700
万

円
で
、
19
年
度
か
ら
、
２
つ
の

中
学
校
区
に
お
い
て
、
小
・
中

学
校
各
１
校
ず
つ
の
合
計
４
校

で
給
食
調
理
業
務
の
委
託
を
実

施
す
る
た
め
に
、
18
年
度
中
に

業
者
選
定
の
手
続
き
を
進
め
、

契
約
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
委
員
会
の
議
案
提
出
、

会
議
録
の
作
成
等
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
委
員
の
選
任
、
記
録
の

作
成
等
に
関
し
、
必
要
な
事
項

を
定
め
る
と
と
も
に
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
設
立
に
伴
う
規
約
の

制
定
に
つ
い
て

健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正

に
基
づ
き
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
75
歳
以
上
を
対
象
に
新
た
に

高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ

る
こ
と
に
向
け
、
高
齢
者
の
医

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
等
に

基
づ
く
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
運
営
に
関
す
る
事
務
の
処
理

を
目
的
と
す
る
東
京
都
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
を
設
立
す

る
こ
と
に
伴
い
、
同
広
域
連
合

の
規
約
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
収
入
役
制
度
の
見
直
し

を
行
い
、
会
計
管
理
者
を
置
く

た
め
、
東
京
た
ま
広
域
資
源
循

環
組
合
規
約
を
変
更
す
る
も
の

で
す
。

◆
ふ
じ
み
衛
生
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
ふ
じ
み
衛
生
組
合
規
約

を
変
更
す
る
も
の
で
、
助
役
を

副
市
長
と
す
る
と
と
も
に
、
収

入
役
制
度
の
見
直
し
を
行
い
会

計
管
理
者
を
置
く
ほ
か
、
吏
員

制
度
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
京
都
市
収
益
事
業
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
収
入
役
制
度
の
見
直
し

を
行
い
、
会
計
管
理
者
を
置
く

た
め
、
東
京
都
市
収
益
事
業
組

合
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

ス
事
業
特
別
会
計
条
例
」
と
す

る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
議
会
の
議
員
そ
の
他

非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

「
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学

校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の

公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め

る
政
令
」の
一
部
改
正
に
伴
い
、

傷
病
等
級
及
び
障
が
い
等
級
の

区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し

て
い
る
障
が
い
の
状
態
等
に
つ

い
て
、
同
政
令
の
例
に
よ
る
こ

と
と
し
て
い
る
も
の
を
、
文
部

科
学
省
令
で
あ
る
同
政
令
施
行

規
則
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

「
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係

る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る

政
令
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

傷
病
等
級
、
障
が
い
等
級
及
び

介
護
補
償
の
介
護
を
要
す
る
状

態
の
区
分
ご
と
に
規
定
し
て
い

る
障
が
い
の
状
態
等
に
つ
い
て

市
の
規
則
で
定
め
る
と
と
も

に
、
補
償
基
礎
額
及
び
介
護
補

償
に
係
る
補
償
額
等
に
つ
い
て

市
の
規
則
で
定
め
る
ほ
か
、
規

定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
一
般
職
職
員
の
給
料
月
額
及

び
扶
養
手
当
を
引
き
下
げ
る
と

と
も
に
、
給
料
表
の
構
造
の
見

直
し
等
を
行
う
も
の
で
す
。

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
新
た
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
「
三
鷹
市

む
ら
さ
き
子
ど
も
ひ
ろ
ば
」
及

び
平
成
19
年
３
月
を
も
っ
て
指

定
管
理
者
の
指
定
期
間
が
満
了

す
る
「
三
鷹
市
四
小
学
童
保
育

所
」
に
つ
い
て
、
一
体
的
な
運

営
を
行
う
た
め
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
む
ら
さ
き
子
ど
も
ひ

ろ
ば
及
び
三
鷹
市
四
小
学
童
保

育
所
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

「
三
鷹
市
子
ど
も
ひ
ろ
ば
条

Ω
非
核
三
原
則
の
堅
持
を
求
め

る
意
見
書

世
界
で
初
め
て
原
爆
投
下
に

よ
る
甚
大
な
被
害
を
こ
う
む
っ

た
我
が
国
は
、
「
核
兵
器
を
持

た
ず
、
作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ

ず
」
の
非
核
三
原
則
を
国
是
と

し
て
い
る
。
こ
の
国
是
に
よ
っ

て
、
日
本
は
非
核
国
家
と
し
て

世
界
の
国
々
か
ら
信
頼
を
得
て

き
た
。
そ
し
て
唯
一
の
実
戦
被

爆
体
験
国
と
し
て
、
世
界
中
か

ら
核
兵
器
を
廃
絶
す
る
こ
と
を

呼
び
か
け
て
き
た
。

し
か
る
に
、
朝
鮮
の
核
実
験

の
後
、
自
民
党
内
に
「
核
に
つ

い
て
論
議
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
繰
り
返

し
た
人
が
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
、

そ
う
発
言
し
た
人
も
、
非
核
三

原
則
を
否
定
は
し
て
い
な
い
。

安
倍
総
理
大
臣
も
非
核
三
原
則

を
守
り
、
核
は
保
有
し
な
い
と

述
べ
て
い
る
。
だ
れ
も
見
直
し

を
提
起
し
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
の
に
、
議
論
の
必
要
性
が
繰

り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
。
政

府
与
党
の
し
か
る
べ
き
立
場
の

人
は
、
非
核
三
原
則
を
貫
く
べ

き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
非
核
都
市
宣
言
を

し
て
い
る
本
市
議
会
は
、
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
非
核
三
原

則
の
堅
持
を
国
の
内
外
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

Ω
Ｊ
Ｒ
採
用
問
題
の
早
期
解
決

を
求
め
る
意
見
書

旧
国
鉄
が
分
割
・
民
営
化
さ

れ
、
Ｊ
Ｒ
各
社
が
発
足
し
て
か

ら
、
既
に
20
年
が
経
過
し
て
い

る
が
、
そ
の
過
程
の
中
で
発
生

し
た
職
員
の
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題

は
今
も
な
お
解
決
し
て
い
な

い
。こ

の
間
、
１
９
９
５
年
５
月

に
は
、
自
民
・
民
主
・
公
明
・

社
民
・
共
産
・
自
由
の
参
議
院

各
会
派
代
表
が
そ
ろ
っ
て
政
府

に
「
早
期
解
決
」
を
要
請
し
、

政
府
も
努
力
す
る
意
向
を
表
明

し
た
経
緯
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
２
０
０
４
年
６
月

に
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ(

国
際
労
働
機
関)

が
日
本
政
府
に
対
し
、
「
問
題

解
決
の
た
め
、
政
治
的
、
人
道

的
精
神
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の

関
係
者
と
の
話
し
合
い
を
推
進

す
る
よ
う
に
勧
め
る
」
と
６
度

目
の
勧
告
を
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
９
月
に
は
、
東

京
地
裁
が
「
鉄
建
公
団
訴
訟
」

判
決
を
言
い
渡
し
、
採
用
に
当

た
っ
て
不
当
労
働
行
為
が
あ
っ

た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の

20
年
間
、
問
題
解
決
を
見
る
こ

と
な
く
、
亡
く
な
っ
た
当
事
者

は
41
名
と
な
り
、
家
族
を
含

め
、
苦
し
み
に
あ
え
い
で
い
る

状
況
を
直
視
す
る
と
き
、
人
道

的
見
地
か
ら
も
、
こ
れ
以
上
の

長
期
化
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ

批
准
国
の
一
員
と
し
て
こ
の
勧

告
を
受
け
と
め
、
問
題
の
早
期

解
決
の
た
め
、
関
係
者
と
の
話

し
合
い
を
開
始
し
、
Ｊ
Ｒ
不
採

用
問
題
の
一
刻
も
早
い
解
決
に

向
け
一
層
の
努
力
を
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ

る
。

可
決
し
た
議
案

第
4
回
定
例
会

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

意
見
書

そ
の
他

人
事
議
案

市
道
路
線
の

認
定
及
び
変
更

指
定
管
理
者
の
指
定

市民待望の三鷹駅南口駅前広場が完成した

非核都市宣言プレート（南浦小学校）

事
業
の
継
続
性
の
確
保
が
必
要

だ
…
む
ら
さ
き
子
ど
も
ひ
ろ
ば


